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ワームホールを通じて別の宇宙へ

―　臨死体験のトンネル体験に関する一考察　―

斎　藤　忠　資

　臨死体験では、体外離脱後自己意識のエッセ

ンスが暗いトンネル状のものを通過して、光の

世界に到達する。ここではこのトンネル状のも

のを、回転するブラックホールと量子真空の

ワームホールという視点から科学的に解明して

みたい。ブラックホールの場合は地球から遠く

離れた所に存在しているのに対して、臨死体験

の場合には、①トンネル状のものが本人の近く

の空間に出現する点（後述）②ブラックホール

は物質を吸い込むのに対して、臨死体験のトン

ネル状のものは物質を吸い込んでいる例はない

点③臨死体験者は極小サイズになっていると言

われている点からみて、ブラックホールより量

子真空のワームホールとの共通点が多い。さら

にワームホールの場合、別の宇宙から我々の宇

宙に戻ってくることが出来るが１）、回転してい

るブラックホールの場合は，リング状の特異点

を通って、再び別の宇宙から我々の宇宙に戻っ

て来れるかどうかは、見解が一致していない。

臨死体験者の場合は、光の世界からトンネルを

通って再び地上に戻ってきているので、量子真

空のワームホールである可能性の方が高い。

従って臨死体験のトンネル状のものは、回転す

るブラックホールよりも量子真空のワームホー

ルの方に類似点がみられるといえよう。

Ａ　暗黒で円形の通路

　ブラックホールとワームホールは暗闇である

ように、臨死体験の事例でもトンネル状の通路

は暗黒である。　

　ブラックホールが形成される事象の地平面ま

では、じょうご形をしており、事象の地平面か

ら特異点までは円筒の形をしている。２）ブラッ

クホールは我々の３次元空間には黒い球体とし

て姿を現す。３）ワームホールの形態は、シンメ

トリーの円筒であり、両端に開口を備えたじょ

うご形をしている。４）ワームホールは我々の３

次元空間には球状の境界面で囲まれた存在にみ

える、５）４次元空間の円柱である。６）ワームホー

ルと回転しているブラックホールは、円形の渦

巻きを形成している。７）臨死体験では、暗いト

ンネル状のものはたいていは円形や球形であっ

たといわれている。８）

従って臨死体験のトンネル状のものと、回転す

るブラックホール及び量子真空のワームホール

は、円形であるという点で一致している。

Ｂ　回転するカー・ブラックホール

と渦巻

　ブラックホールは通常すべての物質を吸い込

み、通常の物質と時間と空間は終焉を迎える。

臨死体験の場合も、暗いトンネル内には通常の

物質や時間や空間はみられない。臨死体験者の

一人は「物質次元を支配している物質や、時間、

空間という概念は、トンネルには何もあてはま

らない。」と述べている。９）しかしロイ・カーは

回転しているブラックホールの場合、特異点は

リング状になり、通過して別の宇宙に行くこと
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ができることを明らかにした。星は自転してい

るので、ブラックホールは回転しているものと

考えられる。回転しているブラックホールは、

渦巻を形成している。10）回転しているブラック

ホールを通過するためには、必ずしも超光速の

スピードを必要とはしていない。11）ブラック

ホールと正反対の性質をもつホワイトホールは、

回転しているブラックホールとペアとなってい

る可能性がある。12）ブラックホールとホワイト

ホールの連結は別の宇宙に通じるワームホール

である。ホワイトホールは負の質量を備えた負

のエネルギーの領域であり、反重力の世界なの

で、引力（重力）の代わりに反力（反発力）が

働いている。13）従って、ブラックホールとは反

対に、ホワイトホールはすべてのものを外へと

はき出す。

　

渦巻トンネルの臨死体験の事例

　

　臨死体験の事例では、トンネル状のものが回

転し、渦を巻いていたというものが多い。代表

的な例をあげてみよう。

「私はふわりと引き上げられ、回転する巨大な暗

闇に包み込まれた。巨大な竜巻に呑み込まれて

しまったみたい。果てしない暗黒。光がなくて

暗いという程度ではなく、これまで経験したこ

ともない濃密な暗黒。心地よい穏やかさを喜ぶ。

リクライニングの椅子にもたれた姿勢。」14）

「私は暗いトンネルを螺旋状に上昇した。」15）

「私は猛スピードで螺旋状に降下した時、私のま

わりを渦巻く美しい色の渦巻へと投げ込まれ

た。」16）

「心臓停止した時、私は真っ黒の螺旋状の中へと

昇っていった。真っ黒なトンネルの中へと。そ

れ程暗いものは今まで見たことはない。」17）

「トンネルが渦巻きみたいに、その光に向かって

グルグル回っていました。」18）

「私は螺旋状の輝くトンネルの中に吸い込まれ

た。」19）

「私はチューブへと浮上。光へと上昇する時、竜

巻のように、すべてのものが回転した。・・・回

りの壁は回転してる大気のようにみえた。」20）

「トンネルの壁・天井・床は、煙のように渦巻い

ていた。」21）

「私は自分がトンネルの中に、同心円のトンネル

の中にいることに気が付いた。そのすぐ後、私

はテレビで“タイム・トンネル”という番組を

見たが、それはこの渦巻状のトンネルを通って

過去に戻るというものです。私が思い付く範囲

で一番近いのがそれです。」22）

　この例は、直接タイム・トンネルとの比較が

されていて興味深い。

「黒くて渦巻いている光のトンネルの中に私はい

た。」23）

「私は体外離脱後、渦巻状になって、トンネル体

験をした。」24）この例は薬物を用いた自殺の例

なので、薬物と渦巻状のトンネルが関係してい

る可能性がある。

「突然私は美しい遠方の白い光に向かって渦巻を

通って移動した。」25）

「渦巻くじょうごは、遠くのどこかの消失点まで

巻上がった。それは私の霊を私の肉体とこの物

質界から吸い出した。」26）この例は、渦巻くじょ

うごが霊を肉体から離脱させるといっている点

で注目に値する。

「私の思い出す第一のことは、渦巻の音であ

る。」27）

「トンネルはその大きさを変えることが出来た。

あるいは Garyが自分の大きさを変えることが

出来た。内部の表面は時計回りに回転してい

た。灰黒から灰白色に交替する波が渦巻いてい

る。」28）

「光が私の両サイドに出現して、トンネルのよう

な小さな囲いを作った。両サイドは回転してい

る壁で、床が上昇した。」29）この例は光がトンネ

ルを形成すると述べているものとして注目に値

する。

「自分の遺体の上に点がみえた。そこからトンネ

ルが姿を現し、まるでハリケーンの目のように

迫ってきた。私が動いたのではない。トンネル
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の方がこちらに近づいてきた。鐘の音が聞こえ

る中、トンネルが渦を巻きながら近づき、私を

包み込んだ。地上の様子は何も見えなくなっ

た。」30）

「高い振動数へとシフトしたために、渦巻のトン

ネルを猛スピードで光の世界へ飛行するように

感じられる。」31）この例は、渦巻くトンネルを猛

スピードで飛行すると感じるのは、高い振動数

へとシフトしたためとしている点で重要である。

　通常はトンネルが渦巻いているとされている

が、本人自身も渦巻状に回転しているといわれ

ている例もある。典型的な事例をあげてみよう。

「私は、急速にこの巨大なトンネルの中を、グル

グル回転しながら、上へ上へと昇り始めた。」32）

「私は黒い空間にいるのに気付く。私はもはや私

の身体の中にいなかった。私は猛スピードでグ

ルグル回転するのに気付いた。まるでトンネル

の中にいるようであった。」33）

「トンネルは赤と白の回転花火のようであった。

私はまるでトンネルに沿って回転しているかの

ようであった。」34）この例は、手術のための麻酔

と関係がある可能性がある。

「体の力が抜け、グワングワンという大音響が聞

こえてきた。その音と一緒に体が旋回しながら

奈落の底へ、渦潮に巻き込まれるような感じで

落ちていった。」35）

「大きなルーレットのようなものの底で、グルグ

ル回されていた。その状態から脱出しようとし

て、ルーレットの一番上の所まで這い登ってい

くが、また底の方に吸い込まれるということを

何度も繰り返した後に、やっと脱出できた。」36）

この例は、光の世界から地上に戻る帰りのトン

ネル体験を述べているので、吸い込む力から脱

出できたとしている。

以上の点から臨死体験のトンネル状のものと、

回転するブラックホール及び量子真空のワーム

ホールは、共に渦巻いていて、その中に巻き込

まれたものを回転させるという点で共通である

ことが分かった。

Ｃ　回転するブラックホールの

吸い込み作用

　流し台の排水溝に水が渦巻状に吸い込まれる

ように、渦巻は吸引力を備えている。すでに述

べたように、カー・ブラックホールは回転して

いて渦巻を形成しているので、中へと吸い込

まれる。通常の場合、我々は空間を自由に移動

できるが、ブラックホールの静止限界内に入る

と絶対に静止不可となる。37）

臨死体験のトンネルの吸い込み作用の例

　

　臨死体験の中には、渦巻くトンネルの中に、

本人が引き込まれたという例が多く見られる。

代表的な例をあげよう。

「突然彼女は自分がブラックホールに吸い込まれ

たのを感じた。」38）この例はブラックホールと

明記されている点が重要である。

「体外離脱後に何かに引っ張られ、ほんの少し頭

の上の前の方に向かって静かに動いた。そこに

は長いトンネルの入口があった。暗闇はトンネ

ルになり、それ自体が激しく回転し、私は中で

動いていた。トンネルは激しく回転し、トンネ

ルの向こうの端の一点に光があり、私はそちら

に向かって動いていた。」39）

「暖かい黄金のトンネルの渦巻が、私を中へと

リールのように回転して巻入れた。」40）

「渦巻く光の黒いトンネルに、強い力で突然吸い

込まれた。」41）

「私が思い出す第一のことは、竜巻の音で、もの

すごい飛び出す風が私を吸い込む。広い所から

狭い点へ私は引っ張り込まれた。通風口の中へ

吸い込まれる感じだった。」42）

　

　次に単にトンネルの中に吸い込まれたと言わ

れている典型的な事例を紹介しよう。

「下に私は巨大な無限の闇を見た。何もない空

間、あるいはブラックホールのように私は抵抗

できない仕方でその闇へと引き込まれた。私は
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その闇へと沈んでいくのを感じた。」43）

ここではブラックホールが何もない空間の言い

換えとして出ている点が看過されてはならな

い。44）

　「真空のクリーナーに吸い込まれる。黒いトン

ネルに頭を先に入る。磁力によって引っ張られ

る。」45）

「ドアから一番離れた部屋のサイドの白い壁に、

トンネルのような開口が出現し、その端には光

があった。私を肉体から引き出した力は、私をこ

の通路へと近づけると、このトンネルへと引っ

張り上げた。私は何の努力もしなかった。」46）

「トンネルは引っ張る力があり、私の胸のセン

ターに磁石があって、それが私をトンネルと光

へと引っ張ったように感じた。」47）

「私は暗黒のチューブに吸い込まれた。」48）

「上の大きな円形の入口に私は引き込まれた。そ

して暗いトンネルの端から光が射しているのを

みた。」49）

「トンネル内の引っ張る力は、入口のみでなく、

出口まで持続する。そうでなければ、猛スピー

ドでトンネル内を通過することはできないであ

ろう。」50）

以上の点から臨死体験のトンネル状のものと回

転するブラックホールは、共に吸い込む作用を

備えている点で一致していることが確かめられ

た。

Ｄ　量子真空とワームホール

　絶対零度で通常の物質は存在しないプランク

長以下の量子真空でも、ハイゼンベルクの不確

定性原理に従って、極めて短時間（プランク時

間）に仮想粒子と反仮想粒子が対生成と対消滅

を繰り返している（真空のゆらぎ）。この真空の

ゆらぎの中で、量子ワームホールが生成と消滅

を猛スピードで繰り返しているものと思われ

る。51）

　ワームホールは古典力学のレベルではなく、

量子真空内に存在する。従って量子ワームホー

ルを人間の通常の知覚で捉えることはできない。

量子ワームホールはプランク時間という極めて

短時間の内に生成と消滅を繰り返している。つ

まり、ワームホールはその口を短時間の内に開

いたり、閉じたりしている。そうでないと粒子

全体のエネルギーが零にならず、物理法則を

破ってしまう。52）この量子ワームホールを通過

するためには光速でも特異点で捕まってしまう

ので超光速でなければならない。53）アインシュ

タイン・ローゼン橋の場合も別の宇宙への通路

となっているが、これも超光速でなければ通過

できない。54）

　クルスカルとペンローズは、ブラックホール

の場合でも、超光速によって別の宇宙に行ける

可能性があることを示した。55）

トンネルが量子真空に出現という臨死体験の例

　量子真空は通常知覚できないが、体外離脱後

の自己意識のエッセンスは知覚能力がアップし、

通常は知覚できなものを、知覚できるようにな

るといわれている。56）

　臨死体験の事例の中には、トンネルが体外離

脱後に肉体や脳内ではなく、外部の空間の真空

（ void , 無）から形成されるか、あるいはトンネ

ル自体が真空といわれているものがある。代表

的な例を紹介しよう。

「完全な闇・無がトンネルの形になり渦巻いてい

る。真空内を浮上して光速か超光速で飛行する。

私の心は特異点へと変容した。じょうごのイ

メージをもつ渦巻をみた。五感のヴェールなし

に無を体験した。」57）

「それはまるでvoid、無のようだ。それは完全な

黒で暗いトンネルに似ていた。私は浮いてい

た。」58)

「私は真っ黒な真空の中にいてその中を移動して

いるような感じがした。空気がないシリンダー

のなかにいるみたいだった。」59）

「真空の暗黒のなかを猛スピードで通過した。ト

ンネルみたいなところです。」60）
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「肉体から抜け出た後、私は渦巻く真空に吸い込

まれた。」61）

「私は真っ黒な巨大な真空のホースのなかに吸い

込まれた。」62）

「トンネルは真空のクリーナーのようで、重力作

用はない。」63）「下に私は巨大で無限の闇を見

た。何もない空間あるいはブラックホールのよ

うに、私は抵抗できない仕方でその闇へと引き

込まれた。私がその闇へと沈んでいくのを感じ

た。」64）

　トンネルは、Void（無限の外部空間）から臨

死体験者を保護する目的を持っているという例

もある。65）

　暗黒と象徴される真空という外部の空間から

トンネルが出現するという例がある。

「長いトンネルの入口があった。暗闇がトンネル

となり、それ自体が激しく回転し、彼女はその

中で動いていた。」66）

「黒い横揺れする雲が天井から降りてくる。その

雲から奇妙な黒いチューブが上下に動いている。

私は真空のクリーナーに吸い込まれる。」67）

「私の周りの黒い塊がトンネルの形を取り始め

た。」68）

「私は大気圏外空間のような所にいた。そこは

真っ黒で、広大な無であった。虚空は次第にト

ンネルの形になった。大きな竜巻の中にいるよ

うであった。トンネルの中を光かそれ以上のの

スピードで飛行した。」69）

　単に外部空間からトンネルが出現したという

例もみられる。

「自分の遺体の上に点がみえた。そこからトンネ

ルが姿を現し、まるでハリケーンの目のように

迫ってきた。私が動いたのではない。トンネル

の方がこちらに近づいてきた。鐘の音が聞こえ

る中、トンネルが渦を巻きながら近づき、私を

包み込んだ。地上の様子は何も見えなくなっ

た。」70）

「体外離脱後、ドアから一番離れた部屋のサイト

の白い壁にトンネルのような開口が出現し、そ

の橋には光があった。私を肉体から引き出した

力は、私をこの通路へと近づけると、このトン

ネルへと引っ張り上げた。私は何の努力もしな

かった。」71)

外部空間の真空から光が出現し、トンネルを形

成したという例もある。72）

以上の点からワームホールも臨死体験のトンネ

ル状のものも量子真空から出現することが明ら

かになった。

トンネルの口が開閉する臨死体験例

ワームホールは開閉しているが、臨死体験のト

ンネル状のものも空間上に口を開くという例あ

る。

「上から自分の身体と救急車を見下ろした。・・・

死んだことが分かったとたん、あのトンネルが

開いて、向こうの方に光が見えた。」73）

　トンネルの出口が、光の世界に開いていたと

いう例もある。

「黄色の光のトンネルに入ると、トンネルは輪を

作っていた。・・・トンネルはトランペットの

端のように、虹色の空のような空間へと開いて

いた。」74）

Ｅ　真空エネルギーの通路としての

ワームホール

　すでに指摘したように、量子真空には真空エ

ネルギー（ゼロ・ポイント・エネルギー）で満

たされてる。この真空エネルギーはカシミア効

果と呼ばれ、実験で確証されている。75）

S.Colemanによれば、我々の宇宙全体の質量がゼ

ロなのは、多くの泡宇宙が量子真空のワーム

ホールで連結しているためであり、宇宙空間の

重さがゼロに近ければ、運動を決めるのは物質

の重力ではなく、量子真空のエネルギーである

ということになる。76）

この量子真空のエネルギーがワームホールを形

成する。
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　臨死体験の中には、トンネルが巨大なエネル

ギーでできていて、自己意識のエッセンスが、

安全に別の宇宙及び同じ宇宙内の遠隔地に瞬時

移動させる保護用ショートカット通路になって

いると言われている例がある。

「大きなエネルギー場が、私の前の空中に上向き

ののシリンダー状のじょうごを形成した。まる

で大空の闇が大海の波のように曲がったエネル

ギーの塊として液体になり、大空へとのびる完

全なトンネルを形成した。」77）

「エネルギーのトンネルはともかくとてつもなく

巨大なエネルギーの塊で私達の旅を導き、助け

てくれるものだ。信じられない程の距離を猛ス

ピードで短時間に進んでいっても、私達が安心

できるようにデザインされていた。」78）

「私は光の長いトンネルへと入った。それは光で

はなく、端に強烈な輝きを備えたエネルギーの

保護用の通路であった。」79）

「長い四角い光のトンネルに入った。それは回り

が保護されたエネルギーの通路であった。通路

の奥には光源があった。」80）

「トンネルの壁はチューブ状になった巨大な波を

思わせた。・・・エネルギーのエッセンスに手

で触れると、液状のクリスタルな光が飛び散り、

鮮やかな色彩の中でキラキラとダンスをする。

そして光のダンスがクリスタルチャイムの音楽

を奏でるのです。・・・私が吸収されてしまう

ことがわかった。ダンと私はいわばエネルギー

の乗り物の中を通り抜けていったのです。」81）

以上によってワームホールと臨死体験のトンネ

ル状のものがともに別の宇宙への保護用ショー

トカット通路になっていることが分かった。

Ｆ　別の宇宙への通路として

ワームホール

　量子真空のワームホールは、我々の宇宙のす

べての場所を我々の宇宙の他の場所と連結し、

又我々の宇宙を別の宇宙と連結するショート

カット通路になっている。82）

それはワームホールが４次元空間であるためで

ある。（従って我々には知覚できない。）83）

又ワームホールの中は空間が大きく曲がってい

て、強い重力場となっているために、時間が非

常に遅く進む。従ってワームホールを通れば、

遠い星まで所要時間がほぼゼロで、テレポー

テーションできる。しかも超光速でワームホー

ルを通れば、我々の宇宙と別宇宙の時刻はほぼ

同時刻となる。84）

　４次元空間のワームホールは、虚数時間であ

り、85）我々の物質世界の実数時間外にあるの

で、我々の宇宙の実時間内では何も生じない。

臨死体験でも暗いトンネルは通常の時間の外に

あり、通常の時間は存在しない。86）

　J.Wheelerによれば、ブラックホール特異点に

近づくと、原幾何領域（superspace）に入り、こ

の原幾何領域は未知の別の宇宙への極薄い膜で

ある可能性があり、この原幾何領域では時間の

流れはなく、ある地点から他の地点に瞬間移行

できるという。87）

超光速でトンネルを通過という臨死体験の例

( イ )  別の宇宙（光の世界）へ

臨死体験の例には、超光速でトンネルを光の世

界へと通過したという例がある。代表的な例を

あげよう。

「私は超光速で未知の力によって飛行した。私は

この世界を越えて旅行した。私は体を備えてい

た感覚はなかった。私は暗闇を稲妻のように移

動した。輝く光に向かって。私はこの光に到達

することだけを願った。」88）

「黒い横揺れする雲が天井から降りてくる。その

雲から奇妙な黒いチューブが上下に動く。真空

のクリーナー吸い込まれるように、黒いトンネ

ルに頭を先にして入る。磁力に引っ張られるよ

うに、光速以上のスピードで移動。重力作用は

ない。」89）

「私は暗いトンネルを光速でも計られそうもない
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スピードで移動した。」90）

　

(ロ)　同じ宇宙内の遠い地点に

臨死体験には同じ宇宙内の遠隔地へとトンネル

を超光速で通過したという例がみられる。典型

的な例を引用しよう。

「私はトンネルの端の光によって運ばれた。・・・

突然私はこの命の流れにあるこの地球から飛び

出した。地球が飛び去るのをみた。太陽系が飛

び去り消えた。超光速で私は銀河の中心を通過

した。知識を吸収しながら・・・私がこの銀河

のセンターを通って意識の流れに乗った時、こ

の流れはエネルギーの畏敬すべきフラクタルの

波という仕方で拡大した・・・その流れが拡大

した時、私の意識が宇宙の万物を包むために拡

大していた。」91）

この例では、超光速で宇宙空間を飛行すること

と、全宇宙を包む意識の拡大とが結び付いてい

る点が注目される。

「遠くにみえる出口からは、宇宙の満点の星が見

えている。・・・地球から宇宙へと何光年も伸

びているようにみえる。ゆっくりとしているよ

うだが、実は信じがたい距離を移動していた。

まるでエネルギーのトンネルが地球と我々の目

的地との間の距離を一気に縮める役割を持って

いるかのようだ。45 度の角度を持ったエスカ

レーターに乗って、デパートの中をゆっくり上

がっていくような感覚だが、数分で何光年も移

動している訳だ。物理次元を支配している物質

や時間、空間という概念は、この世界では何も

当てはまらない。エネルギーのトンネルはとも

かく、とてつもなく巨大なエネルギーの塊で、

私達の旅を導き助けてくれるものだ。信じられ

ない程の距離を猛スピードで短時間に進んで

行っても、私達が安心できるようにデザインさ

れていた。突然トンネルから飛び出して、私達

は輝く星が散りばめられている宇宙空間に浮か

んでいた。・・・振り向くともうエネルギーの

トンネルは消えていた。トンネルの代わりに、

そこには宇宙空間が、ひたすら深く、そして果

てしなく広がっていた。自分が来た方向に地球

があるのは分かっていたが、何百万もの他の

星々の中に紛れてしまっていた。・・・もう一

度前に向こうとした時、非常に強い輝く光が近

づいてくるのを感じた。宇宙を回転しながら、

通り道にある暗い虚空や、すべての星や惑星を

包み込むような光です。」92）この例は、巨大なエ

ネルギーのトンネルが広大な宇宙空間を超光速

で瞬間移動させるワームホールになっているこ

とを示している。

臨死体験の中には、猛スピードや光速でトンネ

ルを通過したという例が多くみられる。超光速

を地上で体験した人はいないので、表現にバラ

ツキがでた可能性があろう。

Ｇ　ワームホールとテポーテー

ション及び遠隔透視の関係

　ワームホールは二つの宇宙と及び同じ遠い地

点に開いた窓であり、一方の宇宙から他の宇宙

ないしは同じ宇宙の遠方の地点が窓を通じてみ

える。93）すでに指摘したようにワームホール

は、空間上のテレポーテーションを可能とする

と同時に、ワームホールが連結した遠い地点の

透視も可能とする。両者の相違点は、本人が

ワームホールを通過移動した時には、空間上の

テレポーテーションとなり、通過移動しない時

には、遠視透視になるという点にある。

　臨死体験では、トンネルを通して地上の様子

を見ることができたという事例が見られる。代

表的例を引用してみよう。

「端に光のあるトンネルを通る。そのトンネルを

通して私の身体が鼻にチューブを付けられて手

術台の上に寝ているのが見えた。」94）

「トンネルを見下ろすと、私は私の体に必死に

なって治療をしている医者達の様子が見え

た。」95）

「暗黒のチューブに吸い込まれ、ワープのスピー

ドで移動した。一方の端には集中治療室が、他
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の端には黄金の光が見えた。」96）

「トンネルを通して、私の部屋まで見ることがで

きた。」97）

「私は私の名を呼ぶ医者の声を聞き、トンネルの

下に自分の体を見た。」98）

ワームホールは４次元空間なので、我々の３次

元空間に開いた窓とすれば、死ぬ直前に死者の

姿を見る（霊姿）という現象も可能と考えられ

る。

　また空間上のポーテーションだけでなく、時

間上のテレポーテーションもワームホールを通

じて可能となろう。臨死体験では、未来でも過

去でも自分の欲する所に自在に行けると言われ

ている。99）臨死体験の場合、体外離脱後と光の

世界で、自分の行きたい所に自在にどこにでも

行けると言われている。

以上によって臨死体験のトンネル状のものと

ワームホールとが、ともにテレポーテーション

と遠隔透視を可能にしていることが明らかに

なった。

Ｈ　自己意識がワームホールを通過

　肉体を備えた生きた人間が、自然のままの

ワームホールを通過することは不可能であるが、

光子や電子といった素粒子なら、ワームホール

を通って別の宇宙に行けると言う説がある。100）

しかし具体的にどのような状態でワームホール

や回転式ブラックホールを通過できるのかにつ

いては、厳密には分かっていない。従来の物理

学は意識という要素を十分に考慮してこなかっ

た。最近は量子論の分野で意識を考慮した諸説

が唱えており、101）中には臨死体験との関係を示

唆する説もある。102）

　臨死体験では、肉体（物質）から離脱した自

己意識のエッセンスのみが、ワームホールを

通過して、光の世界に達すると言われている。

自己意識のエッセンスが何から構成されている

かは不明であるが、通常の物質ではあり得ない。

量子ワームホールを通過できるのであるから、

量子真空のエネルギー（ゼロ・ポイント・エネ

ルギー）から構成されている可能性はあろう。

E.Laszloは量子真空ゼロポイントエネルギーの

ホログラフィック全体場を唱え、意識の源はこ

の場にあるという。S.Hameroffによれば宇宙の

根本的構造にプロト意識が関係しているとい

う。103）自己意識のエッセンスは通常の物質（肉

体）から消滅して、ワームーホールを通って、通

常の物質ではない別の宇宙（光の世界）に出現

するので、これはテレポーテーションといえる。

　臨死体験の場合や自己意識のエッセンスは、

肉体（通常の物質）から離脱しているので、直

接物質の世界に作用を及ぼすことはない。近く

の生きた人間にタッチすることも話すこともで

きず、物体をすべて素通りし、電話にもタッチ

できないと言われている。従って自己意識の

エッセンスがワームホールを通って過去に戻っ

ても、自分の両親を殺害してしまうと自分は誕

生しないことになるというパラドックスは存在

しない。

Ｉ　ワームホールが連結する

別の宇宙

　S.HawkingやA.Guth等によると、量子真空の

ゆらぎから、多くの宇宙が発生する。これらの

多くの宇宙は互いに量子ワームホールによって

連結しているが、やがて切れて各々が独立した

宇宙になる。各々の平行宇宙が量子遷移（量子

ジャンプ）を起こす確率は殆ど零に近いが、そ

の可能性はある。104）

　M. Kakuによれば、、我々の宇宙と６次元宇宙

が分裂した時にビックバーンが起こり、我々の

宇宙は終末時に６次元の双子宇宙ににワーム

ホールを通じて量子ジャンプする可能性がある。

６次元の双子宇宙は、我々の宇宙と殆どそっく

りであるが、ビッグバーンでこの二つの宇宙が

分かれる時に出来た、小さいが決定的な違いが

ある。105）M. カクは我々の物質の世界自体の量

子ジャンプと考えている。
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　松田・二間瀬によれば、ワームホールの特異

点では、４次元宇宙が隠されている６次元界と

同じ大きさになり、通常の物質は仮の姿で、変

容して特異点で物質の真の姿を顕わにする可能

性がある。106）松田・二間瀬も通常の物質自体の

変容を考えている。

　それに対して臨死体験の場合は、肉体が崩壊

するとき（死）に、我々の自己意識のエッセン

スは、肉体を物質の世界に残して、双子宇宙の

６次元界へと量子ジャンプを起こすといわれて

いる。臨死体験例でも、光の世界は、我々の物

質の世界と大変よく似ている。

　S.Colemannによると、ワームホールの先にあ

る別の宇宙は、我々の宇宙とは違って、すべて

は虚時間で生じるので、現実の実時間では何も

生じない。ワームホールが連結している他の場

所は我々の宇宙の他の場所ではないという。107）

　R. Bryanは、我々の４次元宇宙とは別に４次

元宇宙があり、両者はワームホールによって連

結しており、クォークとレプトンと意識は、

ワームホールと通じて、他の４次元宇宙にも移

行できるとしている。108）この説が正しければ、

体外離脱や臨死体験という現象の解明が可能に

なるかも知れない。

　

　最後に特異点に関する注目すべき見解を引用

しよう。

　

　J.Sarfatiによれば、「時空の特異点は時空を越

えた世界を時空に射影したもので、その世界と

の出入口である。」109）

「〝いつの日か、ドアが開かれて、世界の輝ける

中心的機構がその美しさと簡潔さと共に我々の

前に出現するであろう。その日の到来を目指し

て、重力崩壊のパラドックスほど希望を持たせ

るものはない。〟（ J. Wheeler ）・・・我々が時

空を越えて解析をすることが可能になり、物理

宇宙とは違う、どこか別の世界に行き着くこと

であろう。」110）

　「特異点は時空の彼方にあり、自然法則を越え

ているので、コチコチの唯物論者でも、神を認

める余地のある宇宙の唯一の場所である。」111）

「時空を超越し、因果律と操作を越えた神のみ

が、我々の回りを輝かせる自然活動に対し、真

の重要性を持ちうるのだ。」112）

「臨界半径を過ぎるとブラックホールの中心に光

の点が見え始める・・・中心の特異点に近づく

につれて、光の点は大きくなり、光の球になる。

この光は平行宇宙から射してる。」113）

　

　臨死体験者の場合でも、トンネル状のものが

我々の物質世界と光の世界との通路になってい

るといわれている。

　トンネルは、この物質界からこの世を越えた

世界への移行を意味する。114）

「このトンネルは、二つの世界の間をすべてのも

のが通る通路であろうと思った。」115）

   W. Buhlmanによれば、臨死体験のトンネル

は、物質的次元と非物質的次元（パラレル宇宙）

を結ぶ非物質的エネルギー膜の通路である。こ

のエネルギー膜のトンネルは、意識を通過させ

るために一時的に開くが、意識をより高い周波

数エネルギー次元へと通過させると、元の状態

に閉まってしまう。116）
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In this article we compare Kerr spinning black

holes and microscopic wormholes with tunnels in

near-death experiences. Kerr rotating black holes are

traversable. According to Heisenberg’s uncertainty

principle all physical quantities fluctuate randomly.

Microscopic wormholes are created in the quantum

fluctuation of vacuum ( J. Wheeler spacetime foam ).

We consider points of similarity between Kerr

spinning black holes or Microscopic wormholes and

confirm following points of similarity.

① Both Kerr rotating black holes or microscopic

wormholes and tunnels in near-death experiences

are sphere and dark.

② As Kerr spinning black holes form vortices, so

create tunnels in near death experiences vortices.

③ Both vortices of rotating black holes and vortices

of tunnels in near death experiences draw in.

④Microscopic wormholes and tunnels in near-death

experiences are common in that both are created

in the quantum vacuum. According to Heisenberg

uncertainty principle quantum wormholes exists

fleetingly. The wormhole throat opens out only for

a limited duration, after which it closes up again.

So something has to pass through wormholes faster

that light. Mouths of tunnels in near-death

experiences also open out and close up. And near-

death experiences also pass through tunnels faster

than light.

⑤ Spinning black holes and microscopic wormholes

are both short cut gateways to another universe or

links two widely separated places in the same

universe. Tunnels in near death experiences are also

short cut portals to another universe or link two

remote points in the same universe.

⑥ As wormholes can be used to travel the future and

back to the past, so near-death experiences can

travel the future and back to the past.

Through the wormhole into the other universe.

－On tunnels in near death experiences－

Saitou Tadashi




